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く少数という状況であります。その中で市場また
は事業の立ち上がりに時間が掛かり、投資が
先行して収益が追いついてきていないのは事
実です。
　先ほど申し上げたように現在の当社の赤字
の大きな要因はTrig’sへの投資ともいえるので、
この収益化は大きなテーマです。
　一方で売上は着実に伸びてきており、合わ
せて売上の増加に比例して原価や販管費が
増える、という事業モデルにはなっていないので、
シンプルにどれだけ売上を伸ばせるか、というの
が当面のテーマとなります。
　具体的には、Trig’sが現在連携する質の高
いインターネット媒体ネットワークの拡大、CTV
（コネクテッドTV=インターネットに繋がったテレ
ビ）を含めた動画広告への展開、屋外広告との
連携など広告を出稿する面の増加を進め、独
自のPMPとしての枠組みにおいて、広告主の
開拓を行う、ということとなります。その過程では
様々な企業グループとの連帯も重要となります。
ここで大事なのが、Trig’sならではの広告の価
値とは何か、という点です。この独自性なくして、
先行投資を重ねながら当社がこの領域を行う
意味はありません。
　Trig’sならではの価値は、基本的に従前のイ
ンターネット広告の認知、獲得目的とは少なから
ず異なり、広告主にとって「自社商品、サービス
が持っている世界観やストーリーを生活者に浸
透させる」目的において有用性が高いことであ
ります。
　生活者と企業、商品、サービス、ブランドとの
間にあるパーパス、フィロソフィー、こだわり、ス
トーリーなどを繋げる、このような体験価値を提
供することがTrig’sの存在意義でもあります。そ
してそれら実現の前提となりますが、このような
「世界観やストーリーを生活者に浸透させるた
めのデータや技術」それは、当社独自の感性メ
タデータ、感性AIによる「人間の感性や感情を
解釈するデータや技術」であります。そもそもで
すが、日本語特有の繊細さや曖昧さなどの難し
さもあり、現在主流の海外大手企業の広告エ
ンジンだけではこれらの感性・感情解釈は難し
く、一方で時間との戦いはありますが、今後ます
ます多くの企業様、メディア様に使って頂けるよ

という取り組みともいえます。
　当社の主力事業であるエンターテイメント
データサービスは、ここまでいわゆるサブスクリ
プション（月額課金）型のインターネットを活用し
た音楽配信・映像配信サービスで活用されそ
の市場の成長とともに、決して大きな事業とま
でいえませんが、成長の機会を頂いてきており
ます。その中で、今強く感じているのは、これら
音楽配信、映像配信サービスは、このままの形
で、今後も変わらないのだろうか、未来の音楽
配信や映像配信も今のようなサービス体験だ
けなのだろうか、という未来への疑問となります。
　音楽配信、映像配信サービスは、もともと海
外由来のサービスであり、検索、レコメンド、おす
すめ、という表現方法の違いはありますが、サー
ビス機能や体験価値は今や大きな差別化を生
みづらい状況にあります。逆にいえば、これらが
基本機能、体験価値として普遍化したともいえ
ます。このような中、映像配信を中心に独自コ
ンテンツによる差別化という重要性は増してお
りますし、レコメンド、パーソナライズの精度向上
においては今までも今も今後も切磋琢磨してい
く部分だとは思いますが、一方で創業来、音楽
配信、映像配信関連の検索、レコメンド、データ
開発を行ってきた当社から見ても10数年前と
大きくは変わらないサービス機能と体験価値で
あるようにも見えます。何をお伝えしたいかとい
えば、もともと海外企業がグローバルに展開す
る機能や体験価値において、海外由来のみに
託すのではなく、日本ならではの、世界的に見て
も日本の利用者だけが楽しめるようなある意味
ガラパゴスともいわれるかも知れませんが、新し
い音楽、映像コンテンツとの出会い方や楽しみ
方、体験の仕方、関わり方などが、日本発だから
こそ、という観点であるのではないか、と感じてい
ます。このあたりは、今後国内の有力なサービ
ス事業者の方 と々共にしっかりと形にしていけ
ればと考えています。
　いずれにしてもこれらを実現する上でも、また
基本機能を向上させる上でも、重要なのが、「メ
タデータとその利活用」です。
　理想論ばかり掲げ実現性のない妄想のよう
なことばかりいっていると思われる方もいらっしゃ
るかと思いますし、そのようなご意見も現在の経

う努めます。
　当期末までにこのTrig’sならではの部分をよ
り集中して磨き上げ、具体的な成功事例を短
期的に複数積み上げそれらを広告主の方々に
ご紹介、訴求していくことで、売上対前年の2倍
というペースを4倍ペースまで上げていくことに
邁進いたします。
　そうすることで、Trig’s事業の先行投資を回
収し、収益化が進み、当社の全社的な赤字の
解消に繋がってまいります。
　一方でこれらの活動と並行して収益性改善
に向けて出来ることはより一層スピード感と危
機感を持って進めていきます。
　いくつかご紹介しますと、まずエンターテイメン
トデータサービス事業の原価の低減に取り組
んでまいります。
　具体的には運用の効率化とインフラ費用の
低減となります。ここまでも取り組んではきたも
ののそのスピードや規模感は十分でなく、より
抜本的に取り組まないとならないと考えており、
よりその改善を徹底しようとマネジメントチーム
においても危機感を持って進めています。
　あわせて全社的に販管費の効率化にもより
取り組んでおります。こちらは、売上の拡大や
研究開発に関連する目的以外の全ての項目
において、あらためて改善活動に取り組み効率
化を進めております。
　これらの改善活動は、当社に限らず企業で
いえば当然の活動となりますが、現在の当社に
おいては、どこまで思い切って出来るか、つまり
スピード感と規模感が大事であり、ある程度ドラ
スティックに徹底して行うことが重要ではないか
と考えております。
　当社にはこれらを徹底する力が不足していま
したし、それは私自身の課題でもあると認識して
います。当期末まで覚悟を持ってこの体質改善
をマネジメントチームと力を合わせて進めます。
　これら体質改善により、結果として基礎的な
収益性は大きく改善します。
　土台の改善を進めつつ、計画にある各事業
の成長を進めることで、黒字転換のみならずそ
の後の利益成長に繋げていきます。逆にいえ
ば、仮に売上成長がなくとも赤字を出さない仕
組みの基礎をまず創る、そのための改善をする、

営成績をみる限りおっしゃる通りとも思います。
一方では、当社ではエンターテイメント関連の感
性メタ含めた「メタデータとその利活用」におい
て非常に細かい運用と開発をここまで積み重
ねております。これらの日々のそして長年にわた
る細かな手間のかかる「メタデータとその利活
用」の技術的な研鑽と積み重ねがあるからこそ、
日本ならではの新しい音楽配信や映像配信に
おける体験価値の創造に繋がっていきます。
　もちろんこれからの時代においては生成AIが
「メタデータとその利活用」について行うように
もなっていきますが、そのようなアプローチだけ
では出来ない体験価値の有用性や信頼性をよ
り確立してまいります。
　これらの日々の小さな取り組みにおいて当社
から発信することは限られていますが、今後は
出来る範囲で細かくアナウンスさせて頂き、千
里の道も一歩からの過程をぜひ皆様に理解を
頂けるよう努めてまいります。
　相当なデコボコ道ではありますが、ここまで進
めてこられたことに対し株主の皆様のご理解に
心より感謝するのと合わせ、やはりご恩は結果
でお返ししないとなりません。
　メタデータ開発とその利活用の高度化に一
層注力し、新しい音楽体験や映像体験の創造
に貢献します。
　そして近い未来に起こる新しい音楽体験や
映像体験を通じてエンターテイメントとマーケ
ティングを繋ぐ未来のブランドパートナーシップ、
タイアップ、協賛などのためにTrig’s事業を軌
道に乗せます。これらの取り組みを日々是決戦
の気持ちで、毎日着実に積み上げてまいります。
　それに並行して全社的な収益性に関する体
質改善を行います。体質改善の前提は、私を
筆頭としたマネジメントそして社員、会社全体の
意識を変えることだと思います。足りないのは
行動の徹底だとも思います。私の存在意義が
問われています。
　重ねまして現在の状況について、ご期待に
応えられずにいること申し訳ありません。
　もう少し見ていてくださいとしかいえないこと
にあらためて心からお詫びと感謝をいたします。�
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回ったこともあり、音楽・映像を合算したエン
ターテイメントデータサービスとしては、上期にお
いてはほぼ計画どおりにて推移しているという
状況です。
　もうひとつ感性マーケティング広告サービス
（Trig’s）ですが、こちらはお陰様で売上は対前
年にて2倍程度のペースに成長してきておりま
すが、営業関連費用を中心に投資先行が続き
Trig’s事業における赤字幅は拡大し、実際に
現在の当社の赤字の大半をこのTrig’s事業に
て占めているという状況です。
　インターネット広告市場は誕生からここまで
の大きな市場成長過程の中で、質より量、内容
より数、などの観点が重視されていた面がありま
す。もちろんそれらの観点はインターネット広告
において必要な要素の一つであることは今後
も含めて確かですが、一方で、それらの面が行
き過ぎた状況、たとえば、あまり見たくない広告
が頻繁に出てくる、違和感を感じる画像や
キャッチコピーが唐突に出てくる、綺麗な広告
の中にちょっと何か変な広告が混ざっている、
一度検索したり購入したりするとずっと同じよう
な広告が追いかけてくる、などの日々のあまり嬉
しくない、楽しくないインターネット広告体験の積
み重ねは、結果的にインターネット広告の信頼
性の低下をもたらすことが懸念されております。
そのような中、広告の内容の質または広告が掲
出される媒体の質という観点を第一に優先す
るPMP（Private Market Place）というイン
ターネット広告手段があります。海外ではこの
PMP市場は大きな市場になってきております
が、日本では従来のインターネット広告からの大
きな変化がまだ起こらず、PMPはまだまだ小さ
な市場でありそこを主戦場とする広告サービス
も当社Trig’sや海外発のサービスを含めてもご

　皆様、半年ぶりのお手紙となります。
　この間株価は、夏の大きな下げ幅から回復
せずに昨年の11月よりおおよそ30％の下落と
なっております。ご期待を頂いているにも関わら
ずご心配をおかけし大変申し訳ありません。
　業績は、売上については対前年同期でほぼ
横ばい、利益については、赤字増加という状況
ですので、どのような厳しい評価を頂いても真っ
当であると思います。
　そして足元の状況もさることながら「本当に
いっていることが先々に実現するのか」という観
点もあると認識しています。
　その中でまず足元を申し上げますと、当社に
は音楽データサービス、映像データサービス、感
性マーケティング広告サービス（Trig’s）と大きく
3つある中で、音楽データサービスに関しては
着実な成長、売上、利益増加を見せております。
　一方で映像データサービスは、2件ほどの
サービス契約の終了があり売上が減少してい
ます。本来はこれをリカバリーするプロジェクトが
映像データサービス関連にて上期に計画され
ていたのですが、第2四半期においてまだ成約
に至っておりません。全社的な上期の売上に関
していえば、この映像データサービスの出遅れ
が全体に影響をしております。ただしこちらは下
期に向けて新しいプロジェクトの契約も見えて
きておりますので、通期を通していえば映像デー
タサービスにおいてもあらためて成長軌道に乗
る方向で進んでおります。とはいえ、映像データ
サービスが上期計画通りに進んでいなかったの
も事実であるので、そこは反省し見直していく必
要があります。それはマネジメント、営業、商品
設計、開発それぞれに課題があると認識し改善
を進めております。
　そのうえで、音楽データサービスが計画を上

株 主 の 皆 様 へ
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毎日の 暮らしの    中 に 「ソケッツ」

映像デー    タサービス 感性マーケティングサービス音楽データサービス

この広告、
なんだか心に響いて特別…

1 1

3 34 4

2 22

好きなアーティストの
好きな曲だけど、

いつも同じ曲ばかり聴いている

不快で怪しくて
同じものばかりの

迷惑な広告にうんざり…

映画を観たいけど、
どの作品も今観たい映画とは

違う気がする…

早起きした平日の朝に、
満員の通勤電車で、

ロックな感じで、元気になりたい、
気分をあげたい、応援してくれる

すごい！
新しい好きな曲や
アーティストに
次々と出会える！

グッドモーニング！
ソケッツが、

あなたの好みの曲を見つける
お手伝いをしますよ！

こんにちは！
ソケッツが、あなたの好みの

情報に出会える
お手伝いをしますよ！

こんばんは！
ソケッツが、あなたの好みの

映画を見つける
お手伝いをしますよ！

4

すごい！
今の気分に
ぴったりの素敵な
映画に出会えた！

3スポーツで、青春で、
家族愛で、夢に全力で、優しくて、

ハラハラ・ドキドキして、
たくさん泣きたい 今の自分に

寄り添った情報に
出会えて感動！
気持ちがちょっと
あたたまった
気がする！

1

この記事を読んでいる
あなたの気分にピッタリ
の情報をお届けします！

あなたの好みの映画を
おすすめしますね～

あなたの好みの曲を
おすすめしますね～

3 4



2015年

2022年

F I N A N C I A L  H I G H L I G H T SD A T A

業績ハイライトDATAで見るソケッツ

売上総利益

百万円209
前年同期比 5.8%

設立

社内のサステナブルな取り組み 新入社員によるハッカソン発表会を開催

平均勤続年数 職種別人数比率 女性管理職

自己資本比率

平均年齢

百万円483
前年同期比 0.2%

百万円81
前年同期比 30百万円2000

データ・サービスで気持ちを
繋げて24年となります

退職率は低めです
（7.8％）

若手と匠の経験者の
融合が特徴です 20代、30代の比率が伸びています

データ開発とエンジニアで7割を超える会社です 女性や若手が活躍しやすい環境です

無借金で安定した
財務体質となります

ハンドタオルの持参、
ペーパーレスへの取り組
み、マイボトルの持参等、
環境負荷を減らすサステ
ナビリティ活動を積極的
に推進しています。

大学院でそれぞれAIやメタデータを研究した新入
社員３名による共同開発の成果を発表いたしま
した。好きな音楽作品に紐づく感性から、人と人と
を結びつけるマッチングとセレンディピティを実現。
当社のエンターテイメントデータベース（MSDB）
の感性メタデータを活用し、感性によるユーザー
マッチングサービスを開発いたしました。

売上高

音楽データサービスは通期会社計画を上回り、映像データサービスについては、計画を下回る
エンターテイメントデータサービス全体としては計画を若干上回って推移
感性マーケティングサービス（Trig's）は対前年比140％と成長中も計画には未達

売上高

既存主力事業のエンターテイメントデータサービスにおいて収益化も新規事業の
感性マーケティングサービス向けの投資が大きく先行し全体としては赤字（投資：感性マーケティングにおける
事業系人材の採用及び同サービスのメディア出稿に向けた枠の調達コストなど）

営業利益

営業利益

年

7 2年 ヶ月

40.6歳

30％

68％

年齢構成

取引会社数 発行済株式

202 2,477,400
（2023年度）

社 株

当社独自の“エンターテイメント×感性マーケティング” ～取り組みは、一歩一歩着実に進む

音楽データサービス

映像データサービス

感性マーケティングサービス（Trig’s）

2024年

感性ターゲティング広告サービス「Trig’s」年末商戦で消費意欲が
高まるカテゴリーと連動したエモーショナルキャンペーンを開催

2024/11/5

2024/10/31
アニメ作品のエピソードと原作コミックの該当巻を紐づける
データ提供サービスの対象作品が2,000作品を突破

2024/9/30
メディアサービスデータベース「MSDB」の人物デー
タ取扱件数が55万件を突破

2024/8/14
感性マッチングと個別IDが導く新しいマーケ
ティング～共催セミナー開催

2024/7/31
動画配信サービスの売上拡大支援データ
を開発、映像コンテンツ特化型データフィー
ドサービス提供開始

2024/4/26
クッキーレス感性ターゲティング広告サービス
「Trig’s」連携メディア様追加のお知らせ

感性マーケティングエンターテイメント

音楽データサービス

映像データサービス

20代 30代 40代 50代 60代

30.6％35.5％
16.1％

3.2％
14.5％

企画営業 バックオフィス データ開発・運用 エンジニア

12.9％
35.5％ 37.1％

14.5％

近年増加ペースが上がってきています 多くの皆様に支えられています
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ソケッツ 検索

https://www.sockets.co.jp/

東京都渋谷区千駄ヶ谷4-23-5 JPR千駄ヶ谷ビル 3F

株式会社ソケッツ

株主メモ
事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎事業年度終了後3ヶ月以内
基準日 期末配当金　毎年3月31日

中間配当金　毎年9月30日
株主名簿管理人及び
特別口座の
口座管理機関
同連絡先

三菱UFJ信託銀行株式会社
三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部
〒137-8081
新東京郵便局私書箱第29号
TEL 0120-232-711（通話無料）

公告方法 当社のホームページに掲載する。
https://www.sockets.co.jp/ir
ただし掲載できないときは
日本経済新聞に掲載する。

上場証券取引所 東京証券取引所 スタンダード市場

1. �株主様の住所変更、配当金の振込のご指定、単元未満株式の買
取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設され
ている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。
口座を開設されている証券会社等にお問合せ下さい。株主名簿管
理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意下
さい。

2. �特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、
三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特
別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せ下さい。
なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

3. �未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支
払いいたします。

人のキモチをつなぐ
私達のビジョン

人間の想像力は無限です。人の感性や感情は想像力を生み出します。
感性や感情（喜怒哀楽など）のデータ化は
人とAIの共創により可能となります。
そこで生成されたデータ（感性メタデータ）の活用は、
世界中のクリエイターの想い・こだわり・ストーリーを
人 （々ファン）と共に紡ぎだし、
クリエイティブな音楽・映像・ライフスタイルの誕生に貢献します。
ソケッツは、そんな社会の実現をデータに加え、
メディアサービスの提供を行うことで実現します。

加えて、開発・分析したデータのクリエイティブへの活用が
クリエイターと多くの人々の間で生まれるセレンディピティ創出に繋がり、
結果的に個人の幸福度の最大化、
社会全体のウェルビーイングの向上にも
貢献できると信じて、私達は企業活動を行います。

私達の想い

下記URLにアクセスいただき、アクセスキー入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。

当社では、株主の皆さまの声をお聞かせいただくため、
アンケートを実施いたします。

お手数ではございますが、アンケートへのご協力をお願いいたします。

https://koekiku.jp
アクセスキー　3634Ctp6

ご回答いただいた方の
中から抽選で薄謝を進呈
させていただきます。

スマートフォンから
カメラ機能でQRコードを読み取り
QRコードは株式会社デンソーウェーブの
登録商標です。

株主の皆さまの声をお聞かせください

本アンケートは、株式会社プロネクサスの提供する
「コエキク」サービスにより実施いたします。https://www.pronexus.co.jp/
アンケートのお問い合わせ「コエキク事務局」       koekiku@pronexus.co.jpソケッツの最新情報をお届けしています

IR情報メール配信

採用情報や社内の様子を発信しています

ソケッツ公式アカウント


